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ご
み
・
汚
泥
処
理
施
設
の
基
本
的
な
条
件

を
定
め
る
「
施
設
整
備
基
本
計
画
」
に
意
見

を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
昨
年　

月
に
北
但
地

１０

域
の
住
民
、
環
境
衛
生
団
体
関
係
者
な
ど
を

メ
ン
バ
ー
と
す
る
整
備
方
針
検
討
委
員
会
が

設
置
さ
れ
、
活
発
な
検
討
が
行
わ
れ
て
き
ま

し
た
。

　

さ
る
１
月
９
日
、
第
７
回
委
員
会
が
開
催

さ
れ
整
備
方
針
案
が
ま
と
ま
っ
た
の
で
、
北

但
行
政
事
務
組
合
の
中
貝
管
理
者
に
報
告
さ

れ
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
、
排
ガ
ス
基
準
な

ど
を
定
め
た
公
害
防
止
条
件
の
設
定
、
処
理

に
つ
い
て
は
焼
却
処
理
が
最
も
適
当
な
方
式

な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

※
詳
細
関
連
記
事
は
、
２
ペ
ー
ジ
〜
５
ペ
ー
ジ

整備方針検討委員会 方針案まとまる
公
害
防
止
条
件
、

　

処
理
方
式
な
ど
を
管
理
者
へ
報
告

 
占  
部 
検
討
委
員
長
（
左
）
か
ら

う
ら 
べ

中
貝
管
理
者
へ
方
針
案
を
報
告
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基
本
方
針
は
廃
棄
物
の
適

正
処
理
と
５
Ｒ
を
総
合
的
に

進
め
る
こ
と
等
を
目
的
に
、

下
の
６
つ
と
し
ま
し
た
。

　

こ
の
基
本
方
針
を
基
に
、

施
設
の
諸
条
件
等
を
計
画
、

設
定
し
ま
し
た
。

　

可
燃
ご
み
中
の

有
機
性
廃
棄
物
及

び
下
水
汚
泥
等
を

対
象
と
し
た
場
合

に
、
可
能
性
が
考

え
ら
れ
る
次
の
５

つ
の
処
理
方
式
を

検
討
し
ま
し
た
。

　
　
　

①
焼
却
処
理
（
ス

　
　
　
　

ト
ー
カ
式
・
流

　
　
　
　

動
床
式
）

②
メ
タ
ン
発
酵
（
＋
焼
却
処

　

理
）

③
炭
化

④
飼
料
化
（
＋
焼
却
処
理
）

⑤
た
い
肥
化（
＋
焼
却
処
理
）

焼
却
処
理 
�
基
本
方
針
全
般
に

わ
た
り
優
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、

特
に
「
確
実
・
安
全
・
安
定
的
な

処
理
」、「
資
源
化
」、「
経
済
性
」

の
面
で
他
方
式
よ
り
優
れ
て
い
る
。

メ
タ
ン
発
酵 
�
有
機
性
廃
棄
物

か
ら
メ
タ
ン
ガ
ス
を
回
収
し
国
も

重
点
的
に
取
組
も
う
と
す
る
資
源

化
技
術
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

１：環境保全・公害防止対策に万全の措置を講じた施設とします。

２：ごみ・汚泥を確実・安全・安定的に処理できる施設とします。

３：廃棄物の資源化を図り、循環型社会の形成に資する施設とします。

４：周辺環境と調和した施設とします。

５：住民から信頼される施設とします。

６：経済性に優れた施設とします。

基 本 方 針

施設の基本的諸条件や全体像がまとまる！施設の基本的諸条件や全体像がまとまる！
ご
み
・
汚
泥
処
理
施
設
整
備
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

● 処理方式は、焼却処理（ストーカ式）● 処理方式は、焼却処理（ストーカ式）　　

●● 国の 国の排ガス基準より厳しい自主基準を設定排ガス基準より厳しい自主基準を設定

●● 発電等余熱利用を検討 など発電等余熱利用を検討　など　　　　　　

　 １．
　
 
施
設
整
備
に
関
す
る

　
 
基
本
方
針

 ２．
　
 
処
理
方
式
の
検
討

�有機性廃棄物を含む可燃ごみ
は焼却処理が最も適当

　

平
成　

年
度
に
策
定
を
進
め
て
い
た
広
域
ご
み
・
汚
泥
処
理
施
設
整
備
基
本
計
画

１８

が
、こ
の
３
月
末
に
ま
と
ま
り
ま
し
た
。こ
の
計
画
は
、施
設
の
基
本
的
な
諸
条
件
を

定
め
、施
設
の
全
体
像
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
策
定
し
た
も
の
で
す
。

　

計
画
は
、公
募
住
民
や
環
境
衛
生
団
体
関
係
者
、学
識
経
験
者
等　

人
の
委
員
で
構

１２

成
す
る「
整
備
方
針
検
討
委
員
会
」の
意
見
を
反
映
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す（
委
員

会
の
メ
ン
バ
ー
、目
的
等
に
つ
い
て
は
組
合
広
報　

年　

月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

１８

１２

　

な
お
、委
員
会
で
検
討
い
た
だ
い
た
内
容
は
、①
施
設
整
備
基
本
方
針
、②
有
機
性

廃
棄
物
の
処
理
方
式
、③
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
啓
発
機
能
、④
公
害
防
止
条
件

（
自
主
基
準
値
の
設
定
）の
４
項
目
で
す
。

　

今
後
は
こ
の
基
本
計
画
を
基
に
、施
設
基
本
設
計
や
要
求
水
準
書（
従
来
の「
発
注

仕
様
書
」に
相
当
す
る
も
の
）等
を
作
成
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

計
画
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

検　討　内　容年月日委員会等

・委員委嘱　・正副委員長選任
・事業の概要について　等

平成１８年
１０月１０日第１回

・施設整備に関する基本方針の検討１０月２４日第２回

・有機性廃棄物等の処理方式先進地の視察
　　カンポリサイクルプラザ（京都府南丹市）１０月３１日先進地視察

・有機性廃棄物等の処理方式の検討１１月７日第３回

・リサイクルセンター啓発機能先進地の視察
　   福知山市リサイクルプラザ
　   箕面市リサイクルセンター

１１月２２日先進地視察

・有機性廃棄物等処理方式の検討１１月２８日第４回

・リサイクルセンター啓発機能の検討
・公害防止の検討１２月５日第５回

・公害防止の検討
・委員会取りまとめの検討１２月１９日第６回

・委員会取りまとめ報告書の確認
・報告書を組合管理者に報告

平成１９年
１月９日第７回

委員会の開催経過
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施
設
規
模
の
確
認

現
時
点
で
は
一
般
廃
棄
物
を
対
象

と
し
た
長
期
の
稼
働
実
績
を
有
し

て
い
な
い
こ
と
等
か
ら
、
１
施
設

で
処
理
を
行
う
北
但
地
域
に
お
い

て
確
実
・
安
全
・
安
定
的
な
処
理

等
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
今
後

の
動
向
を
み
る
必
要
が
あ
る
。

炭
化
・
飼
料
化
・
た
い
肥
化 
�
現

時
点
で
は
一
般
廃
棄
物
を
対
象
と

し
た
長
期
の
稼
働
実
績
を
有
し
て

い
な
い
又
は
少
な
い
こ
と
、
品
質

の
確
保
及
び
安
定
的
な
需
要
先
の

確
保
が
困
難
と
予
想
さ
れ
る
こ
と

等
か
ら
、
メ
タ
ン
発
酵
同
様
に
今

後
の
動
向
を
み
る
必
要
が
あ
る
。

　

以
上
の
結
果
、更
な
る
資
源
化
・

減
量
化
等
を
進
め
る
な
か
で
の
焼

却
処
理
が
最
も
適
当
な
処
理
方
式

で
あ
る
、
と
の
結
論
に
な
り
ま
し

た
。

　

な
お
、
焼
却
処
理
に
は
ス
ト
ー

カ
式
と
流
動
床
式
の
２
つ
の
処
理

方
式
が
あ
り
ま
す
が
、
流
動
床
式

は
瞬
時
に
乾
燥
・
燃
焼
を
行
う
た

め
ご
み
質
の
影
響
を
受
け
や
す
く
、

安
定
燃
焼
が
困
難
等
の
理
由
に
よ

り
近
年
で
は
導
入
実
績
が
な
い
こ

と
か
ら
、
ス
ト
ー
カ
式
を
採
用
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

　

施
設
の
規
模
に
つ
き
ま
し
て
は
、

平
成　

年
度
に
策
定
し
た
一
般
廃

１７

棄
物
処
理
基
本
計
画
で
設
定
さ
れ

た
下
表
の
規
模
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
ご
み
の
減
量
等
を
進
め
、

少
し
で
も
小
さ
な
施
設
規
模
を
目

指
す
た
め
、
整
備
直
前
の
ご
み
・

汚
泥
排
出
量
の
実
績
等
を
踏
ま
え
、

再
度
精
査
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。 

 

①
排
ガ
ス 

②
排　

水

　

プ
ラ
ン
ト
排
水
の
施
設
外
へ
の

放
流
は
行
い
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、

プ
ラ
ン
ト
排
水
に
係
る
公
害
防
止

条
件
は
必
要
と
し
ま
せ
ん
。

　

生
活
排
水
に
つ
い
て
は
、
下
水

道
放
流
又
は
合
併
浄
化
槽
を
設
置

し
公
共
用
水
域
へ
の
放
流
を
検
討

す
る
も
の
と
す
る
た
め
、
適
用
さ

れ
る
法
令
に
基
づ
く
公
害
防
止
条

件
を
設
定
し
ま
す
。

③
騒
音
・
振
動
・
悪
臭

　

各
規
制
法
・
環
境
保
全
条
例
に

基
づ
く
規
制
基
準
を
、
公
害
防
止

条
件
と
し
て
設
定
し
ま
す
。

 ３．

４．公害防止条件の設定
　公害防止条件として、排ガスや排水、騒音等の基準を設定しました。
その中で、排ガスについては県内の事例を参考に、北但地域３施設の
自主基準より、さらに技術的に可能な限り厳しく設定することにしました。
　なお、施設整備時の最終的な公害防止条件の決定にあたっては、こ
こで設定した条件に基づく生活環境影響調査の予測評価の結果を踏
まえたものでなければならない、としています。

�不燃ごみ・粗大ごみ・資源ごみ
の処理方式の検討結果

処　理　方　式処理対象廃棄物

破砕・磁力選別・アルミ選別・可燃不燃分別不 燃 ご み
可燃性粗大ごみ：破砕
不燃性粗大ごみ：破砕・磁力選別・アルミ選別・
　　　　　　　　可燃不燃分別

粗 大 ご み

手選別・機械選別（色選別）びん　　　　
資
源
ご
み

磁力選別・アルミ選別かん　　　　

手選別ペットボトル

手選別紙製容器包装

手選別、風力選別、重力選別の組合せプラスチック製容器包装
【焼却処理施設】（ストーカ式焼却施設）
（仮称）北但クリーンセンター：１７４ｔ／日
　※年間稼働日数２８０日を前提に設定してい

ます。

【リサイクルセンター】
（仮称）北但リサイクルセンター：３７ｔ／日
　※年間稼働日数２４０日を前提に設定してい

ます。

自主基準法　規　制項　　目

０．０１０．０８ばいじん（ｇ／�Ｎ）

３０※約３，４００
（Ｋ値：１７．５）硫黄酸化物（ｐｐｍ）

５０４３０塩 化 水 素（ｐｐｍ）

５０２５０窒素酸化物（ｐｐｍ）

０.０５１ダイオキシン類
（ｎｇ－ＴＥＱ／�Ｎ）
※有効煙突高５９ｍ、排ガス量５，０００�Ｎ／ｔ／ｈでのＫ値１７．５のｐｐｍ換算値

　

「
広
域
ご
み
・
汚
泥
処
理
施

設
整
備
基
本
計
画
」
策
定
の
た

め
、
構
成
市
町
の
市
民
・
町
民

そ
れ
に
学
識
経
験
者
か
ら
な
る

「
施
設
整
備
基
本
計
画
検
討
委

員
会
」
が
設
置
さ
れ
、
ご
み
・

汚
泥
の
処
理
方
式
、
公
害
防
止

基
準
、
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

啓
発
機
能
等
に
つ
い
て
検
討
さ

れ
ま
し
た
。
他
の
自
治
体
例
と

の
比
較
、
実
施
設
の
見
学
等
、

専
門
知
識
を
多
く
含
む
内
容
で

し
た
が
、
熱
心
な
議
論
、
協
議

が
行
わ
れ
、
構
成
市
町
、
処
理

技
術
の
状
況
に
あ
っ
た
提
案
が

さ
れ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
「
広
域
ご
み
・
汚

泥
処
理
施
設
整
備
基
本
計
画
」

に
基
づ
き
、
構
成
市
町
に
ふ
さ

わ
し
い
処
理
施
設
が
で
き
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

 
熱
心
な
議
論
、協
議
で
市
町
の
状
況
に
あ
っ
た
提
案

整備方針検討委員会委員長
龍谷大学教授　　　　　　

 占 　 部 　武　生 氏
うら べ



�

　

公
害
防
止
条
件
が
守
ら
れ
て
い

る
か
ど
う
か
の
確
認
は
、
次
の
方

法
に
よ
り
実
施
し
て
い
く
こ
と
と

し
ま
す
。

①
行
政
に
よ
る
確
認

②
住
民
等
に
よ
る
確
認

・
施
設
の
運
転
管
理
状
況
に
つ
い

て
の
情
報
公
開

・
施
設
周
辺
住
民
等
と
設
置
す
る

「（
仮
）環
境
監
視
委
員
会
」
に
よ

る
維
持
管
理
状
況
の
確
認

　

焼
却
施
設
及
び
リ
サ
イ
ク
ル
セ

ン
タ
ー
の
各
基
本
処
理
シ
ス
テ
ム

に
つ
い
て
検
討
し
、
基
本
方
針
を

考
慮
し
設
定
し
ま
し
た
。

　

焼
却
処
理
シ
ス
テ
ム
は
次
ペ
ー

ジ
の
と
お
り
で
す
。

　

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
を
循
環

型
社
会
の
形
成
に
向
け
た
情
報
発

信
基
地
と
し
て
位
置
付
け
、
そ
の

啓
発
機
能
に
つ
い
て
整
備
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

　

施
設
は
、
よ
り
多
く
の
住
民
の

利
用
に
つ
な
が
る
よ
う
、
体
の
不

自
由
な
方
や
親
子
連
れ
等
の
利
用

者
・
見
学
者
に
対
す
る
設
備
及
び

表
示
等
の
配
慮
を
行
い
、
今
後

ハ
ー
ド
面
の
整
備
だ
け
で
な
く
、

地
元
住
民
や
市
民
・
町
民
グ
ル
ー

プ
の
参
画
が
可
能
な
運
営
方
法
を

討
し
、
構
築
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
街
地
の
空
き
店
舗
の

活
用
に
つ
い
て
も
、
今
後
検
討
を

し
て
い
き
ま
す
。

　

ご
み
を
焼
却
し
て
発
生
す
る
蒸

気
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
回
収
す
る
こ
と
で
、

発
電
や
給
湯
を
行
う
な
ど
の
余
熱

利
用
計
画
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。

（
発
電
出
力
）

場
外
余
熱
利
用
な
し
の
場
合

�
約
２
、
９
０
０
ｋ
Ｗ

場
外
余
熱
利
用
あ
り
の
場
合

�
約
２
、
３
０
０
ｋ
Ｗ

　　   ５．
　
 
公
害
防
止
条
件
の
確
認

　
 
方
法（
住
民
へ
の
情
報

　
 
公
開
方
法
）

　
 
処
理
シ
ス
テ
ム
の
検
討

 ６．
　
 
啓
発
機
能
計
画

 ７．

内　　　　　容機　　能

家具工房、自転車工房①修理・再生の場

再生品等展示コーナー

②展示・提供の場 不用品情報交換コーナー

フリーマーケット

環境学習コーナー

③情報提供・学習の場 リサイクル体験コーナー
（修理・再生の場としての機能も兼ねる）

環境学習教室（会議室）

講演会・イベントの場、地域・グループ活動の場④地域活動・コミュニティ形成支援の場

豊岡清掃センター
１４０ｔ／日
Ｈ２稼働（１６年経過）

矢田川レインボー
２８ｔ／日
Ｈ６稼働（１２年経過）

新温泉町
クリーンセンター
３０ｔ／日
Ｈ４稼働（１４年経過）

 検討委員会 啓発機能施設視察 
（H１８.１１.２２）

福知山市リサイクルプラザ

箕
面
市
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

新施設規模
@ ● ごみ処理施設：１７４ｔ／日
　　（ごみ分１５７ｔ／日、汚泥分１７ｔ／日）
@ ● リサイクルセンター：３７ｔ／日

広域整備

　

余
熱
利
用
計
画

 ８．

啓発機能施設
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場
外
余
熱
利
用
と
し
て
、
リ
サ

イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
及
び
管
理
棟
へ

の
給
湯
・
暖
房
、
搬
入
道
路
の
融

雪
な
ど
を
見
込
む
も
の
と
想
定
し

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
発
電
出
力

は
、
基
準
ご
み
の
場
合
約
２
、
３

０
０
ｋ
Ｗ
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
今
後
基
本
設
計
及
び
要

求
水
準
書
を
作
成
し
て
い
く
段
階

で
、
詳
細
な
数
量
を
基
に
電
力
を

算
出
し
、
消
費
電
力
を
差
し
引
い

て
電
力
が
余
っ
た
場
合
、
売
電
を

行
う
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
検

討
事
項
と
し
ま
す
。

　

施
設
整
備
の
今
後
の
進
め
方
に

つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

①
循
環
型
社
会
形
成
推
進
地
域
計

　

画
の
見
直
し

　

平
成　

年
度
に
お
い
て
循
環
型

１７

社
会
形
成
推
進
地
域
計
画
を
作
成

し
ま
し
た
が
、
今
後
の
事
業
の
進

捗
状
況
に
応
じ
た
見
直
し
が
必
要

に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
施
設
規
模
に
つ
い
て
も
、

施
設
整
備
直
前
の
ご
み
・
汚
泥
排

出
量
の
実
績
等
を
踏
ま
え
、
再
度

精
査
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

②
公
設
民
営
事
業
と
し
て
の
事
業

　

計
画

　

事
業
方
式
は
公
設
民
営
方
式
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
北
但
行
政
事

務
組
合
と
民
間
事
業
者
の
リ
ス
ク

が
適
切
に
分
担
さ
れ
る
よ
う
な
事

業
計
画
の
構
築
が
不
可
欠
と
な
り

ま
す
。

③
事
業
費
の
精
査

　

施
設
整
備
及
び
運
営
事
業
が
円

滑
に
実
施
さ
れ
る
た
め
に
は
、
適

切
な
事
業
費
を
設
定
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
公
設
公

営
方
式
に
お
け
る
事
業
費
を
確
認

し
、
そ
の
上
で
公
設
民
営
方
式
に

お
け
る
事
業
費
を
設
定
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

④
建
設
用
地
に
係
る
調
査
の
実
施

　

建
設
用
地
に
係
る
地
質
調
査
、

測
量
調
査
、
生
活
環
境
影
響
調
査

の
現
況
調
査
等
を
実
施
し
ま
す
。

⑤
開
発
に
係
る
関
係
機
関
と
の
協

　

議

　

建
設
用
地
に
係
る
河
川
法
・
農

地
法
等
の
法
規
制
等
に
基
づ
き
、

関
係
機
関
と
の
協
議
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

　
 
施
設
整
備
の
今
後
の

　
 
進
め
方

　 ９．

焼却処理システム 

プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム 

ご
み
ピ
ッ
ト 

可
燃
性
粗
大
切
断
機 

ス
ト
ー
カ
炉 

燃
焼
室 

ボ
イ
ラ 

減
温
塔 

ろ
過
式
集
じ
ん
器 

誘
引
通
風
機 

再
加
熱
器 

触
媒
脱
硝
設
備 

煙
　
突 

可
燃
ご
み 

汚
泥 

可
燃
性
粗
大
ご
み
破
砕
物 

破
砕
可
燃
物 

可燃残渣 

押込送風機 

灰出し設備 

灰ピット 

白煙防止装置 

場外余熱利用 

場内余熱利用 蒸気タービン 大気放出 

水（
再
利
用
水
等
） 

活
性
炭
・
消
石
灰 

ア
ン
モ
ニ
ア 

 
発　電 

プラント（場内空気加熱等） 
建築設備（給湯・空調等） 

溶融処理（委託処理）へ 
凡例 

リサイクルセンターより 

：可燃ごみ等 

：ガス 

：空気（蒸気等含む） 

：焼却灰、飛灰 

：薬剤、再利用水等 

可
燃
性
粗
大
ご
み 
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地
元
説
明
会
・
学
習
会
、
先
進
地
視
察
を
実
施
し
ま
し
た

　組合では、施設整備の受入をお願いしている上郷区及
び周辺地区の皆さんに対し、事業推進にご理解とご協力
をいただき、施設整備についての様々な疑問や質問にお
答えするため、事業説明会や環境学習会を実施しました。
　また、近年設置された近代的設備の整ったごみ処理施
設の視察も行いました。平成１８年度に実施した内容をご
紹介します。

主　　な　　内　　容年　月　日

上郷地区懇談会　出席約１００人
・一般廃棄物処理基本計画と施設規模につ
いて
・生活環境影響調査予算化について
・環境創造モデル地区について　等

平成１８年　　
４月１２日

上郷区老人会総会
　広域ごみ・汚泥処理施設整備について４月２３日

国府地区区長会説明会　出席１３人
・ごみ処理の現状と課題
・適地の選定経過
・計画施設の概要と処理計画

４月２４日

中筋地区区長会事業説明会　出席１１人
・ごみ処理の現状と課題
・適地の選定経過

５月１５日

上郷区環境学習会　出席約５０人
　「ごみ・汚泥処理施設と環境への影響」

～排ガス、ダイオキシンなどについて～
７月２６日

国府地区住民説明会・環境学習会　出席約５５人
・事業説明
・環境学習会
　　「焼却施設と地域住民と環境問題」

７月３１日

上郷区先進地視察　参加２２人
　滋賀県栗東市環境センター８月２７日

中筋地区住民説明会　出席３４人
・事業説明
・環境学習会　７月２６日と同じ内容

９月１６日

上郷区環境創造モデルエリア構想住民説
明会　出席約９０人９月２９日

市谷区住民説明会　出席３４人
・事業説明
・環境学習会　７月２６日と同じ内容

１０月８日

中郷区住民説明会　出席約４０人
・事業説明
・環境学習会　７月２６日と同じ内容

１０月１２日

市谷区第２回住民説明会　出席２４人
　「焼却施設の公害防止と安全性」１１月８日

市谷区先進地視察　参加２４人
　クリーンセンターかしはら（奈良県橿原市）１１月１５日

上郷区環境創造モデルエリア構想住民説
明会　出席３４人１１月２７日

同上　出席４５人１１月２９日

日高区長協議会役員会事業説明会
　出席１４人１１月３０日

上郷区環境創造モデルエリア構想住民説
明会　出席３９人１２月１日

中郷区先進地視察　参加３１人
　クリーンセンターかしはら１２月２０日

市谷区・中郷区先進地視察
　栗東市環境センター
・市谷区民　参加２７人
・中郷区民　参加３７人

平成１９年　　
２月１８日

１８年度回数対象地区等内　　容
7上郷区

説明会・学習会
等

2国府地区
1中筋地区
1中郷区
2市谷区
1日高区長協議会
14計
1上郷区

先進地視察
2市谷区
2中郷区
5計

※上郷区については、Ｈ１６・１７年度の２ヵ年で検討委
員会、住民の皆さん等に対し、説明会等について
は１８回、視察については４回実施しています。

栗東市環境センター（Ｈ１８．８．２７）

国府地区住民説明会・学習会（Ｈ１８．７．３１）

中郷区民　クリーンセンターかしはら視察
（Ｈ１８．１２．２０）
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市谷区民・中郷区民
栗東市環境センター視察

（H１９.２.１８）

上郷区民　栗東市環境センター視察
（Ｈ１８．８．２７）

中郷区説明会・学習会（Ｈ１８．１０．１２）

2
月
組
合
議
会
定
例
会
を
開
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

陳
情
は
不
採
択
と
な
り
ま
し
た

　

２
月
６
日
か
ら　

日
ま
で
の
９

１４

日
間
の
会
期
で
組
合
議
会
定
例
会

を
開
会
し
ま
し
た
。
内
容
は
、
管

理
者
提
出
議
案
と
し
て
事
件
決
議

２
件
、
条
例
２
件
、
予
算
２
件
の

計
６
件
。
ま
た
、
議
員
提
出
議
案

と
し
て
条
例
１
件
、
規
則
１
件
の

計
２
件
、
陳
情
５
件
に
つ
い
て
慎

重
に
審
議
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
提
出
議
案
は
全
て

原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
、
施
設

建
設
に
反
対
す
る
陳
情
は
全
て
不

採
択
と
な
り
ま
し
た
。

2/6～
 2/14

　

２
月　

日
、
第　

回
組
合
議
会

２８

４３

議
員
協
議
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

協
議
事
項
は
、
①
広
域
ご
み
・
汚

泥
処
理
施
設
整
備
基
本
計
画
に
つ

い
て
、
②
専
決
処
分
を
予
定
し
て

い
る
条
例
改
正
に
つ
い
て
の
２
件
。

　

基
本
計
画
の
協
議
に
つ
い
て
は
、

議
会
の
意
見
も
踏
ま
え
た
上
で
計

画
を
ま
と
め
る
必
要
が
あ
る
た
め

実
施
し
た
も
の
で
、
最
初
に
組
合

が
計
画
案
の
概
要
書
に
よ
り
説
明

を
行
い
、
そ
の
後
質
疑
、
答
弁
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

専
決
処
分
を
予
定
す
る
条
例
改

正
に
つ
い
て
は
、
職
員
の
勤
務
時

間
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
他
１
件
の
２
件
が
協

議
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

従
来
定
め
ら
れ
て
い
た　

分
の
休

１５

息
時
間
が
削
除
さ
れ
、
昼
の
休
憩

時
間
が
午
後
０
時　

分
か
ら
１
時

１５

ま
で
と
な
り
ま
し
た
。

議
員
協
議
会
を
開
催

整
備
基
本
計
画
案
、
専
決
処
分
予
定
の
条
例
改
正
を
協
議

2/28

　

北
但
行
政
事
務
組
合
議
会
議
員

の
梅
谷
光
太
郎
議
員（
豊
岡
市
議

会
）が
、２
月　

日
、議
長
に
対
し

１５

て
辞
職
願
い
を
提
出
さ
れ
、
同
日

付
け
で
議
員
を
辞
職
し
ま
し
た
。

　

後
任
に
は
、
３
月
５
日
に
開
催

さ
れ
た
豊
岡
市
議
会
に
お
い
て
、

伊
賀　
 
央 
議
員
（
豊
岡
市
議
会
）

ひ
ろ
し

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

梅
谷
議
員
辞
職

　
　
　
　

後
任
に
伊
賀
議
員

豊岡市議会青山　憲司　　議員議　　長

香美町議会柴田幸一郎　　議員副　議　長

議会運営委員会

豊岡市議会古池　信幸　　議員委　員　長

新温泉町議会小林　一義　　議員副委員長

豊岡市議会椿野　仁司　　議員委　　員

豊岡市議会綿貫　祥一　　議員委　　員

香美町議会山本　賢司　　議員委　　員

議会事務局

事務局長　１名  、  書　記　１名

議会構成 

組
合
議
会
議
員 

豊岡市議会選出議員 
　（１１名） 

香美町議会選出議員 
　（4名） 

新温泉町議会選出議員 
（4名） 

（
１９
名
） 

（平成19年5月1日現在） 
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●
平
成　

年
度　

予
算
に
つ
い
て

１９

　

平
成　

年
度
の
組
合
一
般
会
計
予
算
額
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ

１９

ぞ
れ
１
億
３
千
５
１
８
万
６
千
円
で
、
そ
の
う
ち
、
広
域
ご
み
・

汚
泥
処
理
施
設
整
備
事
業
費
は
、
１
億
２
３
３
万
３
千
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。
主
な
事
業
計
画
の
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

分担金及び負担金 
　　　　　　88％ 

予備費 公債費 

国庫支出金 
　　　12％ 繰越金 

議会費2％ 

総務費22％ 

広域ごみ・汚泥処理 
施設整備事業費 
76％ 

諸収入 

歳

入

 

歳

出

 

・歳入 （千円）

119,517分担金及び負担金

15,666国庫支出金

1繰越金

2諸収入

平成１９年度　ごみ・汚泥処理施設整備事業　主な事業計画
計　　　画　　　内　　　容　　　等予算額（千円）項　　目

　法律で規定されている項目は、大気汚染、水質汚濁、騒音、振動、悪臭の５項
目ありますが、地域の特性を考慮し、地元の要望も聞きながら項目を追加し、調
査を行う予定です。

Ｈ１９　４７，０００
（債務負担行為）
Ｈ２０　３８，０００
合計　８５，０００

生活環境影響調査委
託業務（下記参照）

　適地周辺について、各種計画や資料作成の際、図面が必要であるため作成する
ものです。

2,400地図作成業務

　汚泥を混焼するための汚泥質の分析を行うもので、１市２町各下水処理施設等
７箇所程度を予定しています。

500汚泥質分析業務

　適地及び周辺地区住民の皆さんの事業に対する理解を深めていただくため、昨
年度に引き続き事業説明会、環境学習会、先進地視察等を実施する予定です。

1,913
地元説明会・環境学
習会・先進地視察等

　昨年度に引き続き、北但１市２町の住民の皆さんを対象にしたごみ減量、資源化、
ごみ処理施設の必要性等を考えるフォーラムを夏期と秋期の２回計画します。

3６6環境フォーラム

・歳出 （千円）

2,600議会費

29,903総務費

102,333
広域ごみ・汚泥処理
施設整備事業費

50公債費

300予備費

・負担金のうち各市町割合（千円）
64％76,714豊岡市

19％22,976香美町

1７％19,827新温泉町

100％119,517計

　

施
設
整
備
予
定
地
及
び
そ
の
周

辺
の
環
境
調
査
を
行
い
、
そ
の
結

果
に
基
づ
い
て
生
活
環
境
に
及
ぼ

す
影
響
を
予
測
・
評
価
す
る
も
の

で
す
。
基
本
的
な
流
れ
は
、
右
の

と
お
り
で
す
。

●
生
活
環
境
影
響
調
査
同
意

　

を
引
き
続
き
お
願
い

　

昨
年
秋
か
ら
調
査
を
実
施
す
る

計
画
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
地
元

上
郷
区
の
調
査
同
意
が
得
ら
れ
ず
、

改
め
て
本
年
度
夏
か
ら
の
実
施
を

計
画
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

組
合
と
し
て
は
今
後
と
も
1
日

も
早
く
実
施
の
理
解
、
同
意
が
得

ら
れ
る
よ
う
最
善
の
努
力
を
重
ね

て
い
き
ま
す
。

● 
組
合
規
約
改
正

　
　
　
　

助
役
が
副
管
理
者
に

　

組
合
で
は
規
約
の
改
正
を
行
い
、

こ
の
4
月
1
日
か
ら
執
行
機
関
の

組
織
の
う
ち
助
役
が
副
管
理
者
と

い
う
名
称
に
変
わ
り
ま
し
た
。

調査事項の整理 
　・項目、頻度 

調査対象地域の設定 
　・調査範囲、地点 

現況把握 

予
測 

評
価 調査書の作成 告示・縦覧 

生活環境影響調査とは…… 

　北但行政事務組合では、ホームペー
ジを開設し、これまでの取組みや協議
内容などを公開しています。下記の
URL（ホームページアドレス）をご覧
ください。

URL http：//www.hokutan.jp

ホームページを開設しています

北但行政
事務組合
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